
 

 

【中学校２年生 理科】 

目標値58.8％ 市平均正答率56.4％  ＜１年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 

 

 ※ 目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

３ （２） 植物の分類 離弁花類に分類される植物を理解している。 

問題  

アサガオ，エンドウ，タンポポ，サクラは，図１の双子葉類に分類されます。これらの４つの植物を，

花弁のつき方で分けると，２つは合弁花類に，ほかの２つは離弁花類に分類されます。４つの植物のうち，

離弁花類に分類されるものはどれですか。次の１～４から２つ選びなさい。 

 

１ アサガオ   ２ エンドウ   ３ タンポポ   ４ サクラ 
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植物のからだのつくりとはたらき
植物の分類

身のまわりの物質とその性質
気体の性質

水溶液の性質
物質の状態変化

光の性質
音の性質
力と圧力

火山
地層

仙台市平均正答率 目標値

市平均正答率は目標値と同等ある。（○：成果  ●：課題） 

①「物質の状態変化」では，目標値を 8.7ポイント上回っている。 

②「火山」では，目標値を11.7ポイント上回っている。 

❶「植物の分類」では，目標値を 14.3ポイント，27.1ポイント下回っている設問があり，いずれも知識の定

着に課題が見られる。 

❷「身のまわりの物質とその性質」では，目標値を 12.1ポイント下回っている設問があり，知識の定着に課

題が見られる。また，目標値と同等ではあるが，誤答率の高さから質量，体積，密度の関係についての理解

に課題があると考えられる。※平成28年度仙台市学力向上に関する調査・実践報告書P180参照 

❸「水溶液の性質」では，目標値を 25.7ポイント下回り，無解答率が高くなっている設問があり，溶解度や

溶質の理解に課題が見られる。※平成28年度仙台市学力向上に関する調査・実践報告書P178参照 

❹「光の性質」では，目標値を 37.4ポイント下回り，誤答率が正答率を上回っている設問があり，レンズか

らの物体の位置とできる像の大きさの関係についての理解に課題が見られる。 

❺「力と圧力」では，目標値を 39.0ポイント下回っている設問があり，その他，実験の結果から考察するこ

と，圧力の大きさを求める式の理解，物体にはたらく水圧についての理解に課題が見られる。また，目標値

と同等ではあるが，無解答率が高い設問があり，実験結果から浮力の大きさと物体の質量との関係について

の理解に課題が見られる。 

分析結果 

指導改善の方策 



 

正答（正答率 32.9%） 誤答（誤答率 66.8% 無解答率 0.3%） 

２，４  

 

２ 指導改善に向けて 

合弁花類と離弁花類を正しく分類するために 

 この設問では，合弁花類と離弁花類に分類する知識について問われている。タンポポの花は，頭状花であ

り，分類する際に混同することが考えられる。スケッチのしかたを基礎操作として学習する過程で，タンポ

ポの花のつくりも学習することが考えられるが，この内容を学習する時点では，合弁花，離弁花という概念

を学習しておらず，知識が定着していないことが考えられる。 

 指導に当たっては，生徒に植物を分解させる学習を設定し，観察を通して花弁のつくりに注目させ，その

違いを見いださせるようにする。タンポポの花については，スケッチのしかたに限らず，一つ一つの花のつ

くりにも注目させて知識を定着させたい。 

 

３ 改善事例 「タンポポの花のつくり」 

１ 指導のねらい 

  タンポポの花のつくりをルーペで観察し，スケッチすることで花のつくりを学習する。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）ルーペの使い方，注意点について学習する。 

（２）スケッチのしかたについて学習する。 

（３）タンポポの花を提示し，多くの花が集まっていることを学習する。 

（４）生徒一人一人にタンポポの花を配り，スケッチさせる。 

（５）スケッチに特徴を書き加える。 

 

 

 

                                ５枚つながった花弁 

 

           冠毛 

           （がくにあたる） 

 

              子房 

 

※ 花のつくりを学習した上で，タンポポの花のつくりについて再度学習してもよい。 

※ タンポポに限らず，花のつくりを学習する過程では，複数の花を分解して学習させたい。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

８ （３） 光の性質 
 物体を凸レンズから遠ざけていくときの，像について考えること

ができる。 



 

問題  

彰さんは，凸レンズによってできる像について，作図をしながら，次のようにまとめました。 

 〔まとめ〕 

  ① 凸レンズの軸に平行な光は，凸レンズの反対側の焦点を通る。 

  ② 凸レンズの中心を通る光は，そのまま直進する。 

  ③ ①，②の光の道すじが交わるところに像をかく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図２のように，物体を凸レンズから遠ざけていくと，光の道すじが点線のように変わり，像を結ぶ位

置は（ ア ）ので，像の大きさは（ イ ）なっていく。 

 

   上の彰さんのまとめの（ ア ），（ イ ）にあてはまる言葉は，それぞれ何ですか。 

  次の１～４から正しい組み合わせを１つ選びなさい。 

 

   ア イ 

１ 凸レンズから遠ざかっていく 大きく 

２ 凸レンズから遠ざかっていく 小さく 

３ 凸レンズに近づいていく 大きく 

４ 凸レンズに近づいていく 小さく 
 

正答（正答率 22.6%） 誤答（誤答率 76.4% 無解答率 1.0%） 

４ １…30.5%  ２…31.5%  ３…14.4% 

 

２ 指導改善に向けて 

凸レンズによってできる像を正しく理解するために 

この設問では，物体を凸レンズから遠ざけていくときの像について問われている。誤答分析から，62.0%の生

徒が，物体を凸レンズから遠ざけていくと，できる像の位置は凸レンズから遠ざかっていくと誤った選択をして

いた。また，作図した光の道すじから，像が結ぶ位置を読み取る力も十分に身に付いていないことが考えられる。 

 指導に当たっては，簡易光学台を用いた実験を行い，物体，凸レンズ，スクリーンの位置を調節しながら凸レ

ンズと物体，凸レンズとスクリーンの距離や像の大きさ・像の向きの関係を捉えさせる。また，凸レンズを通し

て遠くの光源を観察することで，凸レンズとスクリーンの距離が近いところに小さな像ができることを見いださ

せるようにする。作図を通して光の道すじと，できる像の大きさと向きを理解させたい。 

 

３ 改善事例 「凸レンズによる像のでき方」 

１ 指導のねらい 

  凸レンズを通して遠くの光源を観察することで，凸レンズとスクリーンの距離が近いところに小さな像がで

きることを見いださせる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）準備物 

  ・凸レンズ ・光学台 ・スクリーン ・像を調べる物体や光源 

 

 



 

（２）指導の流れ 

① 簡易光学台を用いて凸レンズから物体までの距離を ア）焦点距離の２倍，イ）焦点距離の３倍，

ウ）焦点，エ）焦点距離の半分の位置に変化させて，スクリーンにうつる像の位置や大きさを調べさ

せる。 

 

 ② 課題「できるだけ小さい像をスクリーンにうつしてみよう」を設定する。 

   理科室の中央に光源を置き，どうすればできるだけ小さい像がスクリーンにうつるか予想させる。

次に，各班の机で凸レンズとスクリーンの位置を調節して，できるだけ小さい像がスクリーンにうつ

る位置を見付ける活動をする。 

 

 

 

 

  

 

 

 

      図１ 理科室での実験レイアウト      図２ スクリーンにうつる小さい像 

    この活動から，像は凸レンズの焦点付近に小さくできることを見いだす。 

 

  ③ 右図のようにシミュレーション   

ソフトを利用して，光の道すじを 

確認し，小さい像ができるしくみ 

を理解させる。 

 

 

 

④ ①のア）～エ）について光の道すじを作図をさせ，物体の像はどのようなしくみでできるのかを理

解させる。 

※ シミュレーションソフトは，仙台市教育センターのホームページ内に掲載されている。 

 

＜事例３＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１２ （１） 力と圧力  グラフから，浮力の大きさを読み取ることができる。 

問題  

春香さんと真由さんは浮力に興味をもち，次のような実験１を行いました。あとの問いに答えなさい。た

だし，質量 100gの物体にはたらく重力の大きさを 1Nとします。また，糸の質量や体積は考えないものと

します。 

 〔実験１〕 

  ① 図１のように，質量が 300g，底面積が 20cm2，高さが 10cmの直方体の物体Aを用意した。 

  ② 図２のように，ばねばかりにつるした物体Aを，深さが 20cmの水そうの水の中にしずめていき，

2cmしずめるごとに，ばねばかりが示す値を読みとった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 〔結果〕 

   結果をグラフに表すと，図３のように 

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）物体Aを水にしずめた深さが 4cmのときの，物体Aにはたらく浮力の大きさは何Nですか。 

 

正答（正答率 21.0%） 誤答（誤答率 64.9% 無解答率 14.1%） 

0.8 (N) 
2.2 (N)（ばねばかりが示す値を解答している）…30.4% 

上記以外の解答…34.5% 

 

２ 指導改善に向けて 

浮力の大きさをグラフから読み取るために 

 この設問では，浮力の大きさをグラフから読み取ることを求めている。誤答分析から，30.4%の生徒が，

ばねばかりが示す値を，2.2Nと解答している。ばねばかりが示す値の意味やグラフのどの部分から浮力の

大きさを読み取ればよいか理解できていないと思われる。また，グラフの目盛りを誤って読み取ったこと

による誤答も考えられる。 

 指導に当たっては，浮力の実験結果をグラフ化することにより，結果をグラフで表す力を身に付けさせ

るとともに，浮力の大きさは，物体の水中にある部分の体積が増すほど大きくなり，質量によって決まる

ものではないことを見いださせたい。 

 

３ 改善事例 「水中の物体にはたらく上向きの力」 

１ 指導のねらい 

  水中にしずめる物体にはたらく重力の大きさを複数の条件で比較し，実験結果をグラフ化することで浮

力の大きさをグラフから読み取ることができるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）準備物 

   ・ビーカー ・ばねばかり ・水 ・しずめる容器２個（同体積） ・おもり（金属小球など） 

 

（２）指導の流れ 

  ① 課題を設定する。「浮力の大きさは何によって変わるか調べてみよう」 

 

② 容器Aと容器Bにそれぞれおもりを入れる。このとき，入れるおもりの重さを容器Aと容器Bで

異なるようにする。それぞれの容器にはたらく重力の大きさを，ア）空気中，イ）半分が水中，ウ）

全部が水中，エ）ウ）よりも深い水中，の四つの条件で量り，結果を表にまとめる。 

  例）   

 容

器 

ア）空気中 

0cm 

イ）半分が水中 

2.5cm 

ウ）全部が水中 

5.0cm 

エ）ウ)より深く 

10.0cm 

ばねばかり

の値（Ｎ） 

A 1.2 0.9 0.6 0.6 

B 0.8 0.5 0.2 0.2 

 

 

 

 



 

③ 結果をグラフで表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ 容器Aの結果           図２ 容器Bの結果 

 

④ グラフを読み取り，課題について考えさせる。この際，グループ活動を通して，考えを深めさせる

のが望ましい。 

 

⑤ 生徒に考えを発表させ，「浮力の大きさは，物体の水中にある部分の体積が増すほど大きくなるこ

と」「容器全体が水中にしずんだ後は，浮力の大きさは変わらないこと」を見いださせる。 

  また，容器A，容器Bは，同体積で異なる質量をもつものであることから，質量は浮力の大きさに

関係しないことにも気付かせたい。 

 

  図３のように，しずめた深さと浮力の関係を表すグ 

ラフを提示すると，理解しやすい。 

   

   

 

 

                              図３ しずめた深さと浮力の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


